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令
和
３
年
度
決
算
の

詳
細
は
広
報
の
へ
じ

11
月
号
か
ら

第４回
９月定例会

あらまし

住民税非課税世帯等に対
する臨時特別給付金事業
１億7814万円

事業者支援給付金事業　
2220万円
感染対策安全・安心認証
制度事業　1160万円

子育て世帯への臨時特別
給付金事業
１億4315万円

除雪対策費　
１億3189万円

新型コロナウイルス感染
症対策費　9706万円

小・中学校のエアコン
整備費
１億1965万円

◆歳入の主なもの
・町税は前年比1.7％増とほぼ横ばい。
・�新型コロナウイルスワクチン接種対
策費、新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金など国庫支出
金14億4830万円余り。

　
令
和
４
年
第
４
回
９
月
定
例
会
が
９
月
５
日
～
９
日
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、５
名
の
議
員
が
登
壇
。（
質
問
内
容
は
、５
～
９
㌻
）

　
審
議
し
た
議
案
は
、
令
和
３
年
度
の
各
会
計
の
決
算
と
補
正
予
算
や

条
例
な
ど
で
、
そ
の
全
て
を
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

令和３年度
歳出

コロナ対策と
　地域経済の活性化

コロナ２年目　財政に“影 響なし”

令和３年度一般会計　　　歳入　78億2020万円　　　歳出　74億1724万円　　　（4億296万円繰越）

依存財源

13.3億円 5.7億円 27.7億円 14.5億円 8.1億円 4.9億円 4.1億円

町税 その他 地方交付税    国庫支出金 県支出金 町債 その他

13.0億円 3.9億円 24.0億円 22.1億円 8.7億円 5.1億円 3.7億円
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　な
に
コ
レ
？

『
地
方
交
付
税
』
財
政
力
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

『
国
庫
・
県
支
出
金
』
事
業
に
対
し

て
国
・
県
か
ら
補
助
さ
れ
る
お
金

『
町
債
（
地
方
債
）』
事
業
の
財
源

に
充
て
る
た
め
国
な
ど
か
ら
借
り

た
お
金

『
実
質
収
支
』
歳
入
決
算
総
額
か
ら

歳
出
決
算
総
額
を
差
し
引
い
た
額

か
ら
、
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら

な
い
見
込
み
の
も
の
な
ど
を
控
除

し
た
額

　一般会計での実質収支は、3億9272万円余りの黒字となった。
　経常収支比率は、前年度と比較して8.6％減の91.3％となったものの依然として厳しい状
況にあり、今後、役場庁舎建設費、公債費等支出が予定されており、財源不足の状況が続
くことが予想される。財政動向の推進を厳しく見据えながら、行政改革の推進と財政規律
の確立に努めていただきたい。

　経常的な一般財源が、どの程度経常的な経費に充てられてい
るかを示す指数。高いと義務的経費（人件費、公債費等）以外
に使える財源に余裕がないことを示す。

　国庫支出金が約7.6億円減となっ
たが、自主財源の増と歳出の削減
により経常収支比率の改善がみら
れた。しかし、町民の生活や経済
活動が制限・苦境に面している。
数字には見えないコロナ下の影響
がある。

令和３年度
歳入

令和3年度決算　監査委員の見かた

経常収支比率

91.3％
令和 2年度 99.9％

※金額は千万円未満四捨五入しているので合計額と不一致になる場合があります。

令和３年度
78.2億円

令和２年度
80.6億円

今後も財源不足が続く

過去・現在・未来　進むべき道は

コロナ２年目　財政に“影 響なし”

令和３年度一般会計　　　歳入　78億2020万円　　　歳出　74億1724万円　　　（4億296万円繰越）

ギカイからみて

自主財源 依存財源

決算数字と現実的な感覚が ...

13.3億円 5.7億円 27.7億円 14.5億円 8.1億円 4.9億円 4.1億円

町税 その他 地方交付税    国庫支出金 県支出金 町債 その他

13.0億円 3.9億円 24.0億円 22.1億円 8.7億円 5.1億円 3.7億円
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議案と概要 審議結果
令和3年度決算
一般会計 認定
国民健康保険事業特別会計 認定
後期高齢者医療特別会計 認定
介護保険事業特別会計 認定
介護サービス事業特別会計 認定
下水道事業特別会計 認定
水道事業特別会計 認定
令和4年度補正予算
一般会計（第４号）　３億6300万円増　予算総額76億200万円　
　地方創生臨時交付金を活用した事業、財政調整基金積立金に追加。

全員賛成
可決

国民健康保険事業特別会計（第２号）　4764万円余り増　予算総額16億6913万円余り
　前年度繰越金の増額。

全員賛成
可決

後期高齢者医療特別会計（第２号）　302万円余り増　予算総額１億9785万円余り
　前年度繰越金の増額。

全員賛成
可決

介護保険事業特別会計（第２号）　8132万円余り増　予算総額18億1145万円余り
　前年度繰越金の増額。

全員賛成
可決

水道事業特別会計（第２号）　資本的支出　50万円増　予算総額１億7870万円
　建設改良費の増額。

全員賛成
可決

条例改正
野辺地町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　育児を行う職員の職業生活と家庭生活の両立を一層容易にするための措置を講ずるもの。

全員賛成
可決

人事
野辺地町教育委員会委員の任命
　中村公允氏が９月30日をもって任期満了となるため、新たに亀田小織氏を任命。 同意

大学生等又は
保護者１人あたり
10万円給付

食料高騰に伴う
給食費の値上げ
分を補填

食料費・光熱費・
燃料費等の単価高
騰相当分を支給

　ロシアのウクライナ侵攻による影響によって、世界規模で原油や穀物等の価
格が高騰。コロナ禍で社会活動の回復を止めない町独自の支援策とは..

燃料費・資材・
肥料等の単価高
騰相当分を支給

燃料費・電気
料金等の単価
高騰相当分を
支給

65歳以上の方の
みの非課税世帯
へ助成券を配布

生活を守れ 子どもを守れ

福祉を守れ 産業を守れ

大学生等応援事業　2660万円 給食センター賄材料費　
181万円

介護・福祉・医療事業所
燃料費等高騰対策給付金　
2274万円

どう活かす？　コロナ対応地方創生臨時交付金　7362万円
一般会計補正予算

農林畜水産業
燃料費等高騰対策事業　
1550万円

観光関連事業者
燃料費等高騰対策事業　
200万円

燃料費助成　2121万円
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一 般 質 問 　町のさまざまな課題等について、町に方針等
を聞くのが「一般質問」です。

職員の意識改革を
町全体の発展のため進める（町長）

問 

職
員
の
意
識
改
革

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

考
え
は
。

町
長
　
職
員
が
業
務

を
執
行
し
て
い
く
上

で
、
町
民
の
立
場
で
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
な
こ
と
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

機
会
あ
る
ご
と
職
員
に

対
し
、
訓
示
し
て
い
る
。

　
職
員
は
、
全
町
民
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
町
民
が
何
を
求
め

て
い
る
か
常
に
意
識
し

つ
つ
、
知
恵
を
出
し
、

積
極
的
に
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
行
政
の
プ
ロ
と
し
て

専
門
的
知
識
を
習
得

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
幅
広
い
視
野
と
柔

軟
な
思
考
も
養
い
な
が

ら
、
前
例
や
規
制
概
念

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
新
た
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

　
職
務
に
お
け
る
職
員

の
能
力
や
業
績
を
評
価

し
、
給
与
や
人
事
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
人
事

評
価
制
度
を
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
、

仕
事
に
対
す
る
意
欲
・

態
度
や
、
創
意
工
夫
・

政
策
形
成
し
て
い
く
力

な
ど
を
評
価
項
目
に
取

り
入
れ
な
が
ら
、
職
員

自
ら
が
自
己
研
鑽
に
取

り
組
む
土
壌
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
職
員
の
意
識
改

革
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
町
民
と
の
信

頼
関
係
を
築
く
た
め
の

接
遇
意
識
の
向
上
も
重

要
で
あ
る
。

　
全
職
員
が
一
斉
に
同

じ
方
向
を
向
い
て
、
意

識
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
が
理
想
で
あ
る
が
、

何
よ
り
も
職
員
自
ら
の

気
づ
き
が
不
可
欠
で
あ

る
。
職
員
一
人
一
人
が

現
状
の
課
題
を
認
識
し
、

危
機
意
識
を
も
っ
て
自

発
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　
職
員
に
は
、
行
政
が

果
た
す
べ
き
役
割
を
認

識
し
、
町
民
目
線
で
仕

事
に
取
り
組
み
、
将
来

を
見
据
え
た
広
い
視
野

と
柔
軟
な
考
え
を
養
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
、
町

全
体
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

実
現
で
き
る
よ
う
職
員

の
意
識
改
革
を
進
め
て

い
き
た
い
。

江
え

渡
と

　正
まさ

樹
き

議員
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ここでは、ダイジェスト版でお知らせしています。
詳細は会議録をご覧ください。（12月上旬調製完了予定）

　各議員の政策提案のタイトルにあるロゴは、ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）の１７の
目標に関連しています。

健康増進センター内
「こそだて応援ステーションふわふわ」

問 
８
月
の
大
雨
に
よ

る
こ
か
ぶ
農
家
へ
の
支

援
は
。

町
長
　
生
産
者
に
は
、

農
業
振
興
対
策
協
議
会

か
ら
肥
料
等
購
入
に
充

て
る
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
ほ
か
、
本
定
例

会
に
補
正
予
算
を
計
上

し
、
燃
料
費
や
資
材
高

騰
対
策
事
業
と
し
て
、

給
付
金
を
交
付
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
新
た
な
支
援
に
つ
い

て
は
、
農
協
と
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
対
応
を

協
議
・
検
討
す
る
こ
と

と
し
、
県
に
被
害
状
況

等
を
説
明
し
て
支
援
を

要
請
し
て
い
る
。
町
と

し
て
は
、
必
要
に
応
じ

た
支
援
に
努
め
る
こ
と

と
し
た
い
。

問 

障
害
を
も
つ
子
ど

も
に
対
し
て
、
学
校
や

町
の
支
援
や
対
応
は
。

教
育
長
　
特
別
支
援

担
当
の
教
員
は
、
研
修

を
受
講
し
、
知
識
を
高

め
な
が
ら
対
応
し
て
い

る
。
資
格
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
先
生
の
適
正

を
見
な
が
ら
、
専
門
性

の
高
い
人
員
を
県
と
の

人
事
協
議
に
よ
り
確
保

し
て
い
き
た
い
。

　
町
で
の
支
援
は
、
特

別
支
援
に
該
当
す
る
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
学

用
品
、
修
学
旅
行
費
、

給
食
費
な
ど
就
学
奨
励

費
補
助
金
を
支
給
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
幼
児
、
児
童
、

生
徒
の
早
期
か
ら
の
相

談
、
適
切
な
就
学
先
及

び
そ
の
後
の
一
貫
し
た

支
援
の
内
容
に
つ
い
て
、

適
切
な
助
言
を
行
う
教

育
支
援
委
員
会
を
設
置

し
て
い
る
。
保
護
者
か

う
「
こ
そ
だ
て
応
援
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
で
あ

る
保
健
師
、
助
産
師
等

を
配
置
し
、
妊
産
婦
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
18
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
及
び
そ

の
保
護
者
が
子
育
て
支

援
を
円
滑
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ら
の
相
談
や
検
査
を
経

て
、
保
護
者
に
特
別
支

援
学
校
か
地
元
の
学
校

の
支
援
学
級
を
説
明
し

て
い
る
。

問 

耐
力
度
調
査
の
前

に
、
小
学
校
建
設
計
画

を
策
定
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
調
査
結
果
に

お
い
て
、
基
準
を
満
た

し
て
い
れ
ば
安
全
の
保

証
を
確
保
で
き
、
基
準

を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、

建
設
計
画
策
定
を
判
断

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

公
共
施
設
の
更
新

の
優
先
順
位
や
施
設
複

合
化
の
検
討
は
。

町
長
　
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
基
本

方
針
に
従
い
、
更
新
、

統
廃
合
、
長
寿
命
化
を

進
め
る
。

大雨被害にあった農家への支援は
必要に応じた支援に努める（町長）

問 

子
育
て
し
や
す
い

町
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
の
考
え
は
。

町
長
　
令
和
２
年
度

か
ら
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

を
一
体
的
に
実
施
す
る

「
野
辺
地
町
こ
そ
だ
て

応
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ふ

わ
ふ
わ
」
を
開
設
し
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、
保

健
・
教
育
・
保
育
そ
の

他
子
育
て
支
援
に
関
す

る
情
報
提
供
及
び
必
要

な
相
談
、
助
言
等
を
行

赤
あか

垣
がき

　義
よし

憲
のり

議員

統
合
小
学
校
建
設
計
画
の
見
直
し
は

調
査
結
果
に
よ
り
判
断
す
る
（
町
長
）
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ここでは、ダイジェスト版でお知らせしています。
詳細は会議録をご覧ください。（12月上旬調製完了予定）▲ ▲ ▲ ▲ ▲

問 

家
庭
用
水
切
り
器

の
配
布
に
よ
る
ご
み
排

出
量
削
減
施
策
の
効
果

検
証
は
。
（
追
跡
：
令

和
３
年
９
月
定
例
会
で

質
問
）

町
長
　
町
広
報
紙
に

よ
る
ご
み
の
分
別
等
の

啓
発
と
お
願
い
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
家
庭
系
可

燃
ご
み
の
年
間
排
出
量

が
約
37
ト
ン
削
減
さ
れ

た
。
家
庭
系
ご
み
全
体

で
も
約
34
ト
ン
の
削
減

が
図
ら
れ
た
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
水

切
り
器
の
配
布
や
ご
み

減
量
化
の
取
組
が
一
定

の
成
果
と
し
て
数
字
に

表
れ
て
い
る
と
思
う
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
御

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

　
今
後
も
こ
の
取
組
を

継
続
し
、
検
証
を
進
め

て
い
き
た
い
。

ごみ排出量削減施策の検証は
取組を継続する（町長）

新しい時代の学び舎づくりを
用地制限等により困難（町長）

問 

調
査
中
の
統
合
小

学
校
新
校
舎
と
老
朽
化

が
進
む
公
共
施
設
を
、

新
た
に
複
合
化
・
共
有

化
施
設
に
し
て
は
。

町
長
　
統
合
小
学
校

新
校
舎
の
建
設
予
定
地

は
、
野
辺
地
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
想
定
し

て
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
と
し
て
、
校
舎
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館

が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
、

駐
車
場
の
確
保
と
登
下

校
時
に
お
け
る
送
迎
、

校
外
学
習
等
で
の
大
型

バ
ス
利
用
の
際
に
交
通

へ
の
影
響
が
少
な
い
と

思
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
。

　
野
辺
地
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
施
設

の
一
体
的
整
備
で
や
っ

と
収
ま
る
面
積
で
あ
る

た
め
、
想
定
し
て
い
る

中
で
は
、
用
地
制
限
に

よ
り
施
設
を
増
や
す
こ

と
は
非
常
に
厳
し
い
。

問 

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
対
す
る
当
町
の
取

組
状
況
と
今
後
の
方
針

は
。町長

　
主
な
取
組
で

あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

普
及
促
進
で
は
、
休
日

交
付
窓
口
を
開
設
し
て

お
り
、
さ
ら
な
る
取
得

促
進
を
図
る
た
め
、
出

張
窓
口
に
よ
る
申
請
受

付
な
ど
も
実
施
予
定
で

あ
る
。

　
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
、
受
付
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、

電
子
申
請
を
開
始
で
き

て
い
な
い
が
、
町
へ
の

申
請
・
届
出
等
の
押
印

省
略
の
見
直
し
を
行
っ

た
。

　
今
後
は
、
専
門
知
識

を
有
す
る
職
員
の
育

成
・
専
属
の
部
署
を
設

け
る
こ
と
も
視
野
に
、

急
激
に
進
む
国
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
化
の
推
進
に

乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

大
おお

湊
みなと

　敏
とし

行
ゆき

議員

な
に
コ
レ
？

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

は
、
国
が
主
導
的
な
役
割

を
果
た
し
つ
つ
、
全
自
治

体
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
デ
ジ

タ
ル
の
活
用
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
生
活
を
よ

り
よ
い
方
向
へ
変
化
さ
せ

て
い
く
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、

い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進

す
る
た
め
、
令
和
２
年
12

月
に
総
務
省
が
策
定
し
た

計
画
。
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海浜公園駐車場のトイレ

風
力
発
電
が
自
然
に
及
ぼ
す
影
響
は

自
然
環
境
へ
の
調
査
と
配
慮
で
判
断
（
町
長
）

問 
国
道
２
７
９
号
線

沿
い
の
海
浜
公
園
駐
車

場
ト
イ
レ
の
改
修
を
。

町
長
　
設
置
後
、
25

年
が
経
過
し
て
お
り
、

修
繕
等
は
行
っ
て
き
た

が
、
明
る
く
き
れ
い
な

ト
イ
レ
と
は
言
い
難
い

現
状
で
あ
る
。
国
の
交

付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
経
緯
が
あ
る
の
で
、

国
や
県
と
の
協
議
を
行

い
、
改
修
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問 

海
水
浴
場
の
冬
期

間
を
除
く
通
年
開
放
は
。

（
追
跡
：
令
和
元
年
９

月
定
例
会
で
質
問
）

町
長
　
費
用
対
効
果

の
面
か
ら
慎
重
に
検
討

す
べ
き
と
考
え
て
い
る

が
、
町
民
の
憩
い
の
場
、

町
外
か
ら
の
誘
客
に
お

い
て
、
効
果
的
な
施
策

か
と
い
う
検
討
は
進
め

た
い
。

　
炭
の
燃
え
カ
ス
の
放

置
、
犬
の
散
歩
な
ど
の

禁
止
行
為
防
止
の
改
善

に
つ
い
て
は
、
張
り
紙

や
看
板
で
周
知
し
て
い

る
が
、
利
用
者
の
マ

ナ
ー
や
モ
ラ
ル
向
上
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
、

周
知
徹
底
を
行
い
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
利
用
し
て
働

き
か
け
を
行
い
、
利
用

者
等
へ
協
力
を
お
願
い

す
る
。

問 

コ
ロ
ナ
下
の
影
響

を
受
け
る
「
ま
か
ど
温

泉
ス
キ
ー
場
」
の
ナ
イ

タ
ー
営
業
も
含
む
町
の

支
援
は
。

町
長
　
昨
年
度
か
ら

国
の
交
付
金
を
活
用
し

た
支
援
を
実
施
し
て
お

り
、
引
き
続
き
支
援
す

る
。

　
し
か
し
、
８
月
の
大

雨
で
斜
面
の
崩
落
に
よ

る
リ
フ
ト
支
柱
の
倒
壊

な
ど
大
き
な
被
害
を
受

け
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
営

業
に
厳
し
い
見
方
を
し

て
い
る
と
話
を
受
け
て

い
る
。
可
能
な
支
援
を

積
極
的
に
行
い
た
い
。

問 

ス
キ
ー
競
技
の
選

手
育
成
に
対
す
る
支
援

は
。町長

　
ス
キ
ー
競
技

の
選
手
育
成
は
、
学
校

で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
選
手
の
紹
介
や
、
体

育
の
授
業
を
通
し
て
底

辺
の
拡
大
を
図
っ
て
い

る
。

　
東
北
大
会
以
上
に
出

場
す
る
選
手
の
事
前
合

宿
費
の
補
助
も
継
続
し

て
い
き
た
い
。

聴く！ 見る！ 考える！つなげる！ ぎかい　“町民の声をひろいあげます！”

海水浴場の適切な管理を
対応の検討を進めていきたい（町長）

髙
たか

沢
さわ

　陽
よう

子
こ

議員

問 

野
辺
地
柴
崎
風
力

発
電
所
の
風
車
設
置
場

所
周
辺
の
樹
木
の
伐
採

と
、
返
還
時
に
原
状
回

復
す
る
契
約
は
。

町
長
　
標
高
が
低
い

側
の
１
号
機
の
搬
入
路

入
口
付
近
で
建
設
に
支

障
が
あ
っ
た
雑
木
の
伐

採
を
許
可
し
て
い
る
。

　
設
置
場
所
周
辺
の
土

地
の
復
元
だ
が
、
町
有

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

行
政
財
産
使
用
許
可
を

行
う
際
に
、
返
還
時
に

は
原
型
に
回
復
す
る
こ

と
を
約
し
て
い
る
。

問 

（
仮
称
）
み
ち
の

く
風
力
発
電
事
業
に
つ

い
て
、
事
業
者
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
の
か
。

町
長
　
烏
帽
子
岳
を

含
む
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
11
月
に
事
業

検
討
の
説
明
を
受
け
て

い
る
が
、
地
元
の
意
見

や
地
権
者
等
の
意
見
も

踏
ま
え
て
、
風
車
の
配

置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
当
町
と
し
て
も
、
地

元
住
民
の
意
見
、
生
態

系
や
植
生
等
改
変
の
回

避
や
低
減
、
搬
入
路
整

備
に
伴
う
環
境
へ
の
影

響
等
、
十
分
な
調
査
と

最
大
限
の
配
慮
の
上
、

判
断
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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新庁舎建設場所の一部

お知らせ
９月定例会から傍聴者アンケートを実施しています。
結果は、今後、議会だよりに掲載する予定です。

問 

野
辺
地
病
院
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
つ

い
て
、
町
が
独
自
に
調

査
や
改
善
等
を
行
わ
な

い
の
か
。
（
追
跡
：
令

和
４
年
６
月
定
例
会
で

質
問
）

町
長
　
北
部
上
北
広

域
事
務
組
合
は
、
３
町

村
で
構
成
す
る
地
方
自

治
法
上
、
一
つ
の
特
別

地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、

議
会
も
有
す
る
組
織
で

あ
る
。
野
辺
地
町
が
事

務
組
合
を
超
え
て
関
与

で
き
な
い
。

　
こ
の
事
案
は
既
に
事

務
組
合
内
で
の
調
査
を

行
い
、
結
果
を
事
務
組

合
議
会
に
報
告
し
て
い

る
。

野辺地病院のハラスメント問題は
事務組合に町が関与できない（町長）

新庁舎建設の町民負担増の責任は
世界経済情勢によるもの（町長）

問 

新
庁
舎
建
設
は
、

事
業
費
増
で
３
回
の
入

札
を
経
て
、
落
札
さ
れ

た
が
、
町
民
負
担
増
の

責
任
は
。

町
長
　
２
度
の
入
札

が
不
落
と
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
す
ぐ
に
原
因

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
公

共
工
事
の
発
注
に
使
う

設
定
単
価
の
改
定
ス

ピ
ー
ド
に
比
べ
て
、
市

場
等
に
お
け
る
建
設
・

資
材
物
価
が
上
が
っ
て

い
く
ス
ピ
ー
ド
の
ほ
う

が
速
か
っ
た
た
め
、
町

が
予
定
す
る
上
限
価
格

よ
り
も
入
札
価
格
が
高

く
、
落
札
し
な
い
状
態

に
な
っ
て
い
た
。

　
事
業
費
増
は
、
世
界

情
勢
の
変
化
に
よ
る
も

の
で
、
行
政
と
し
て
不

適
切
な
仕
事
を
し
た
た

め
で
は
な
い
。

問 

原
子
力
立
地
給
付

金
を
事
業
費
に
充
て
る

こ
と
へ
の
詳
し
い
説
明

は
。
（
追
跡
：
令
和
４

年
６
月
定
例
会
で
質

問
）町長

　
平
成
30
年
度

か
ら
原
子
力
立
地
給
付

金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
お
伺
い
し
て
、

新
庁
舎
建
設
事
業
の
た

め
、
当
分
の
間
ご
協
力

い
た
だ
く
こ
と
に
決
定

し
て
い
る
。

　
町
で
は
ご
協
力
い
た

だ
く
期
間
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
明
確
に
お
示

し
で
き
な
か
っ
た
が
、

工
事
請
負
契
約
が
成
立

し
た
こ
と
か
ら
、
町
民

の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
く
期
間
を
算
出
し
、

か
わ
ら
版
第
５
号
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
、
フ
ァ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
説
明
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
く

た
め
、
各
種
集
会
行
事

等
の
機
会
に
も
説
明
し

て
い
き
た
い
。

中
なか

谷
や

　謙
けん

一
いち

議員
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つ
い
に
新
庁
舎
建
設
へ

議
場
燃
ゆ

〜
議
論
を
つ
く
し
て
〜

契約に同意できない 契約締結するべき

　落札者決定後の町長
のコメントが不適切で
あり、最終的に事業費
が大きく膨れた。

事業費に納得できない

　令和４年第３回８月臨時会が８月８日に開催されました。
　令和３年度一般財団法人野辺地町観光協会の決算報告の後、庁舎等新
築工事請負契約議案の採決の結果、可否同数のため議長裁決により可決
しました。
　開会後、冒頭に赤垣義憲議員から、戸澤栄議長の不適切発言が議会や
議員の混乱を招くとして、議長不信任の動議が提出され、動議成立後、
賛成多数により可決となりました。（議決には法的拘束力はありません。）

工事の名称　　野辺地町庁舎等新築工事
契�約�方�法　　指名競争入札
請�負�代�金　　２１億４３７９万円
契約の相手　　大豊建設株式会社東北支店
　　　　　　　執行役員支店長　浅沼　和幸
工�事�期�間　　議決し本契約の意思表示をした日から
　　　　　　　令和６年１２月２０日まで

　＊　地方自治法及び条例により５０００万円以上の工事の請負契約
　　は、議会の議決に付します。
　　�　財政運営等に大きな影響を与える契約は、長のみに判断を委ね
ず、議会にも検討の機会が与えられます。

第３回
８月臨時会

江渡高田 岡山中谷 髙沢古林 杉山野坂 大湊赤垣

反対 ５ 賛成 ５

議案の
概要

野坂　充　議員

赤垣義憲　議員

　２回目の入札での
最低入札価格より、
１億６０００万円も高
い。

　町長は議会で一つ一
つ審議してきた。

事業費が高すぎる

町の進め方に異論ない

江渡正樹　議員

　令和元年の町民アン
ケートでの結果を議会
に反映すべきだ。

民意を議会へ

岡山義廣　議員
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委員長　髙沢　陽子

委員長　岡山　義廣

再発防止の徹底を

ワクチン接種の勧奨を

教壇と各タブレットをつなぐ

肥料価格高騰に頭を抱える

教育委員と自由に意見交換

タブレットでドリルを解いてみる

美しいまでに整列された
野辺地葉つきこかぶ

◆事案発覚の経緯
　�　税制改正に伴う児童扶養手当施行令が改正さ
れ、施行後も令和２年度分所得を算定する令和
３年７月から令和４年５月までの間、10万円を
控除せず従前どおりの所得算定を行っていた。
　�　令和４年６月にすこやか医療費の年度更新準
備で課税台帳との突合作業の際に、システムに
10万円控除が適用されていないことで認定誤り
が発覚した。
◆遡及認定者
　�　子ども医療費　　20世帯25名
　　すこやか医療費　２世帯５名
◆再発防止策
　�　法令改正等の対応は関係課との連携を密に
し、システム保守業者とも情報共有を図り、適
切な事務執行に努める。

≪懇談テーマ≫
『�教育レベル向上による
当町への移住・定住に
ついて』
『�全国的に問題となって
いる教員不足の当町の
原状と解決に向けて』
『�優秀な教員獲得のため
の施策について』

◆ワクチン接種状況
　�　令和４年６月末現在で３回目を終えた方は、
65歳以上で92%、18歳から64歳で75.9%、12歳か
ら17歳で60.2％、5歳から11歳で２回目接種では
47.6％である。年齢区分による接種率の差異は、
接種開始時期によるもの。
◆４回目接種
　�　感染による重症化リスクが高い、３回目接種
を終え５か月以上経過した60歳以上、18歳から
59歳で基礎疾患を有する方、医療機関、高齢者
施設、障害者施設などの従事者も対象となる。

８月３日　子ども医療費・すこやか医療費の受給資格の認定誤り

委員会レポート

委員から質問
　ワクチン接種を勧奨し接種率を高めては。
町からの回答
　広報等で啓蒙しているが、接種は任意である。
しかし、感染後の重症化リスクを軽減させること
につながるため、勧奨について検討する。

総
務

�

常
任
委
員
会

建
設
産
業

保
健
衛
生

�

常
任
委
員
会

８月４日　新型コロナウイルスワクチン接種状況

 ８月３日
 　ICT教育の現状と教育委員との懇談

視察レポート

視察レポート
 ７月５日
　 こかぶ農家激励訪問

11 のへじ議会だより
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。
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参
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す
の
で
、
よ
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し
上
げ
ま
す
。
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号
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期
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会

19
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没
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議
会
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委
員
会
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等
新
築
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祭

９
月

５
日
　
定
例
会
１
日
目
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案
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等
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２
日
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例
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３
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９
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５
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　（
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等
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14
日
　
ま
か
ど
温
泉
ス
キ
ー
場
管
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運
営
協
議
会
通
常
総
会

　
　
　
町
青
年
育
成
町
民
会
議

会議録の公開 １２月定例会の予定

議員は何してる？

　　　　　議員の活動状況

広
報
委
員
会

委 

員 

長

　大
湊

　敏
行

副
委
員
長

　髙
沢

　陽
子

委

　
　員

　江
渡

　正
樹

　
　
　
　
　中
谷

　謙
一

　
　
　
　
　野
坂

　
　充

　
　
　
　
　赤
垣

　義
憲

会議録の閲覧は
コチラから

action

いずれも９時30分開会予定です。
傍聴の際は、マスクの着用等コロナ対策
にご協力をお願いします。

議会アンケートにもご協力お願いします。

１２月７日（水）　開会、提案理由
１２月８日（木）　一般質問
１２月９日（金）　議案審議

　定例会・臨時会の会議録を町ホーム
ページで公開しております。会議録は
調製が完了次第（閉会後３か月程度）
随時更新します。議会事務局でも閲覧
できます。

　町の健全な財政運営に基づく住民サービスの維
持向上を図ることを目的に大綱（第５次）を策定。
（計画期間：令和２～５年度）
　毎年度、事務事業の外部評価及び内部評価によ
り、事業の継続、改善、休止・廃止を行っている。
　（町ホームページで公開されている。）

事業費　２億4323万円余り➡４億5725万円余り
（概要）町漁業協同組合との協議調整により、既
存施設の解体工事、海水殺菌ろ過装置の入替、水
槽５→６基が主なもの。加えて原材料の価格高騰
による。
（事業費負担）
事業費の1/2（国庫補助金充当）を過疎対策事業債。
一般財源分30％分の70％→漁協　
　　　　　　　　　30％→町（負担上限２千万）
（工事完成時期）
資材品薄のため令和５年度から令和６年度に延期

野辺地町行財政改革プランの進捗状況

野辺地漁港荷さばき施設改築工事の計画変更
全員協議会 ８月８日

12のへじ議会だより


